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広 報 1977. 10. 1 
システムの概要
A, B, C, D 4台のミニコンピュータのネッ
トワークによる多重同時処理方法である。
京大病院医療情報処理ネッ トワー クシステム概要
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今後の方向と問題点
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現在Aシステム47台， B5台，C6台，D2台
の端末が稼動しており， 事務部，診療科，薬剤
部，検査部，看護部等がそれぞれの目的をもって
医療情報を電算機に向くようコンパージョンし患
者サービスに努力している。
特に第一次計画で稼動している医事事務に関し
ては複雑多岐化し膨大な業務E；をかかえた担当職
く紹 介＞
農学部附属・農業簿記研究施設
本研究施設は，昭和33年に設置されている。し
かし，その歴史は，京都大学農学部の新設ととも
に始っているといってよい。民学部の農林経済学
科創設にあたって，民家および民村の調査に基づ
く実証的研究が重視され， とくに農家経済の実態
に合った良業簿記の開発と農家による記帳結果の
分析が試みられた。そのための機関として，］;Ji村
経済調査室が組織されたのである。
その後，この調査室における理論的 ・実証的研
究の成果ならびにそれらに関する教育活動は，学
界だけでなく，実務函でも高く評価されるように
なり， 農業簿記研究施設として制度化されるに至
ったのである。
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只の並々ならぬ努力と熱意によって推進されてい
る。今や屯i'［機は情報の解析や速かな伝達の方法
として利用されようとしており，従来不充分とい
われてきた医事事務における社会保険等の業務，
医療統計，患者サービス等の向上にも期待がもて
る。そのためにも入院システム，検査システム，
薬剤システム，病歴管理システムの早期導入が課
題となっている。 （医学部附属病院）
本研究施設は設置当初， 「！品業簿記」部門だけ
であったが，昭和40年に「民家経済分析」部門が
増設されて，現在，専任教官 5名，併任教官7
名，事務官4名によって運営されている。
専任教官は，民業簿記，民家経済分析のほかに
民業の社会会計，民業情報， 農業協同組織の会
計，民業評価などの研究分野において成果をあげ
ている。また教育については，大学院学生および
学部学生の講義と演習を担当し，本研究施設の研
究部門を専攻する大学院学生の直接指導にあたっ
ている。
さらに，研修員や農業改良普及員受託研修生な
どを受入れて， 教育と指導にあたっている。その
ほか， 国立学校公開講座の一環として，毎夏，
「農業簿記 ・農業経営講習会」を開催している。
今年度は第41回目にあたり，］；｝.業界ではこれを殺
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